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家島諸島：姫路港の南西約17kmの播
磨灘にある群島。全域で家島町を構
成していたが、平成18年に姫路市と
合併。有人島は家島・男鹿島・坊勢島・
西島の4島で人口5,018人（平成30年
12月末現在）。瀬戸内海の要地にあっ
て古くから海運業や採石業、漁業で
栄えてきた。

家
島
諸
島
全
域
の
事
業
者
・
団
体
で
組
織

　

家
島
、
坊ぼ
う

勢ぜ

島じ
ま

、
男た
ん
が
し
ま

鹿
島
、
西
島
の
四
つ
の
有
人
島
と
四
十
あ
ま

り
の
無
人
島
を
有
し
、
約
五
〇
〇
〇
人
が
住
む
家
島
諸
島
。
家
島
観

光
事
業
組
合
は
、
そ
の
中
で
も
っ
と
も
人
口
の
多
い
家
島
の
玄
関
口

「
真ま

浦う
ら

港
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
内
に
事
務
所
を
置
い
て
い
る
。

　

現
在
、
筆
者
も
一
組
合
員
と
し
て
関
わ
っ
て
い
る
事
業
組
合
が
活

動
を
は
じ
め
た
の
は
、
二
〇
〇
六
年
の
こ
と
。
旧
家
島
町
と
姫
路
市

と
の
合
併
に
よ
り
、
約
二
十
年
間
、
家
島
諸
島
の
観
光
に
携
わ
っ
て

き
た
家
島
町
観
光
協
会
が
消
滅
。
民
間
主
体
で
観
光
に
よ
る
島
の
活

性
化
を
目
指
し
、
料
理
旅
館
お
か
べ
を
経
営
し
現
在
ま
で
組
合
長
を

務
め
る
岡
部
賀よ
し
た
ね胤

さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
創
設
さ
れ
た
。

　

当
時
、
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
採
石
・
海
運
業
は
今
よ
り
も
ま
だ

好
調
。
島
人
の
観
光
へ
の
意
識
は
皆
無
と
言
え
る
ほ
ど
の
状
況
の
な

か
で
、
観
光
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

設
立
当
初
の
組
合
員
は
一
九
団
体
だ
っ
た
が
、
現
在
は
飲
食
店
や

旅
館
業
者
、
船
会
社
の
ほ
か
、
商
店
や
家
島
・
坊
勢
の
両
漁
業
協
同

組
合
、
水
産
加
工
業
者
な
ど
三
〇
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

「
観
光
は
、
島
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の
で
、
観
光
業
者
だ

け
で
な
く
、
諸
島
内
の
地
域
団
体
や
小
売
店
と
広
く
連
携
を
と
る
必

要
が
あ
る
」

　

こ
の
岡
部
組
合
長
の
方
針
に
よ
り
、
諸
島
内
の
各
団
体
と
連
携
、

組
合
員
を
増
や
し
て
き
た
。

　

運
営
資
金
は
、
年
会
費
二
万
円
の
ほ
か
、
船
の
待
合
所
を
兼
ね
た

真
浦
港
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
や
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
を
係
留
で
き
る

「
ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
」の
管
理
受
託
な
ど
で
賄
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、

島
内
一
大
き
な
お
土
産
売
り
場
で
あ
る
同
プ
ラ
ザ
の
売
店
の
売
り
上

げ
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
や
超
小
型
E
V
（
電
気
自
動
車
）
の
レ
ン

い
え
し
ま
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ　

中
西 

和
也

家島諸島
（兵庫県姫路市）

男鹿島

姫路港へ

坊勢島
西島

家島

2km

家
島
観
光
事
業
組
合

民
間
中
心
の
観
光
で
諸
島
全
体
を
活
性
化

─
─
海
運
・
採
石
・
漁
業
に
次
ぐ
第
４
の
産
業
に
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タ
ル
事
業
も
大
き
な
収

入
源
だ
。

　

年
末
年
始
以
外
は
毎

日
一
〇
時
か
ら
一
六
時

三
〇
分
ま
で
（
日
曜
・
祝

日
は
九
時
か
ら
一
七
時
ま

で
）
パ
ー
ト
職
員
二
名

が
交
代
で
勤
務
し
、
常

時
一
名
体
制
を
と
っ
て

い
る
。

「
売
店
や
貸
出
業
務
に

加
え
、
観
光
客
へ
の
窓

口
対
応
の
ほ
か
、
電
話

や
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

の
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
す
る
な
ど
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
事

務
所
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
苦
労
も
多
い
が
、
観
光
産
業
の
発
展
の

た
め
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
岡
部
組
合
長
は
話
す
。

旅
行
会
社
と
の
連
携
で
来
島
者
増
、
島
内
の
意
識
も
変
化

　

事
業
組
合
が
ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
整
備
。
姫

路
食
文
化
協
会
や
姫
路
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
入
会

し
、
外
部
の
サ
ポ
ー
ト
も
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
員
企
業
で
も
あ
る
旅
行
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
二
〇
〇
九
年
に

提
携
。
全
国
の
支
店
で
取
り
扱
っ
て
い
た
だ
く
日
帰
り
ツ
ア
ー「
地ち

え恵

の
た
び
家
島
」
を
造
成
し
、
二
〇
一
一
年
に
本
格
販
売
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
増
え
、

観
光
客
数
が
増
加
。
島
の
観
光
に
対
し
て
、
島
内
も
行
政
も
関
心
が

高
ま
り
、
こ
こ
一
〇
年
で
事
業
規
模
も
拡
大
し
て
き
て
い
る
。
家
島

諸
島
へ
の
観
光
客
は
現
在
、
年
間
約
一
〇
万
人
で
日
帰
り
・
宿
泊
と

も
、
京
阪
神
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
大
半
。
最
近
は
、
外
国
人
観
光
客

の
姿
も
少
し
ず
つ
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

観
光
客
増
に
あ
わ
せ
て
は
じ
め
た
レ
ン
タ
ル
事
業

　

観
光
客
数
の
増
加
に
と
も
な
い
、「
島
チ
ャ
リ
」
と
称
し
て
家
島

で
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
貸
出
を
は
じ
め
た
。
保
険
加
入
の
問

題
な
ど
障
壁
も
あ
っ
た
が
、
市
や
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
協
力
で
ま
ず
四
台
を
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
小
さ
い
島
で
は
あ
る
も
の
の
こ
れ
ま
で
島

内
の
移
動
手
段
が
な

か
っ
た
た
め
に
観
光

客
に
は
好
評
で
、
今

は
一
四
台
に
増
え
、

さ
ら
に
坊
勢
島
で
も

導
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
二
〇
一
七

年
春
に
は
新
た
な
移

動
手
段
と
し
て
、
超

小
型
Ｅ
Ｖ
を
三
台
導

入
。
レ
ン
タ
ル
費
用

家島で料理旅館を営む岡部組合長。

特集　島を元気にする組織・Ⅱ

2017年に導入した超小型EV（電気自動車）。
島の中学生が原案を作成したキャラクター「い
えしまたろう」が描かれている。
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出
展
し
て
い
る
。

　

家
島
町
観
光
協
会
時
代
か
ら
引
き
続
き
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る

「
家
島
町
観
光
釣
り
大
会
」
は
、
二
〇
一
八
年
で
三
一
回
を
数
え
た
。

家
島
諸
島
全
体
の
活
性
化
に
向
け
、
家
島
と
坊
勢
島
と
男
鹿
島
の
持

ち
回
り
で
、
一
年
ご
と
に
会
場
を
変
え
実
施
し
て
い
る
。

事
業
組
合
を
事
務
局
に
、
行
政
も
加
わ
っ
た
組
織
を
設
立

　

事
業
組
合
が
関
わ
っ
て
い
る
活
動
で
も
っ
と
も
大
き
な
も
の
の
一

つ
が
、
二
〇
一
三
年
度
か
ら
三
年
間
、
農
林
水
産
省
の
都
市
農
村
共

生
・
対
流
総
合
対
策
交
付
金
を
利
用
し
て
設
立
し
た
「
家
島
諸
島
都

市
漁
村
交
流
推
進
協
議
会
」
の
取
り
組
み
。
家
島
観
光
事
業
組
合
よ

り
も
さ
ら
に
組
織
体
制
を
広
げ
、
諸
島
内
の
漁
業
組
合
や
自
治
会
、

商
工
会
、
さ
ら
に
市
や
県
も
参
画
し
、
ま
さ
に
家
島
諸
島
全
体
で
観

光
に
取
り
組
も
う
と
い
う
姿
勢
を
明
確
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

推
進
協
議
会
の
事
務
局
機
能
は
事
業
組
合
が
担
っ
て
い
る
。

　

推
進
協
議
会
で
は
旅
行
会
社
の
協
力
も
得
て
、
三
年
の
間
に
「
家

島
し
ま
た
び
」
と
銘
打
ち
、
既
存
の
ガ
イ
ド
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
再
編
す
る
形
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
ペ

ー
ジ
を
整
備
し
た
。
食
を
含
む
滞
在
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力
を
〝
見
え

る
化
〟
し
た
こ
と
で
、
個
人
旅
行
者
か
ら
団
体
ツ
ア
ー
ま
で
幅
広
い

要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
多

く
の
旅
行
会
社
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
家
島
し
ま
た
び
」
は
、
助
成
期
間
を
終
え
た
現
在
で
も
続

い
て
お
り
、
新
た
な
ツ
ア
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
造
成
さ
れ
て
い
る
。

は
最
初
の
一
時
間
が
二
八
〇
〇
円
、
以
降
一
時
間
ご
と
に
一
〇
〇
〇

円
と
決
し
て
安
く
は
な
い
が
、
予
想
以
上
の
反
響
で
繁
忙
期
に
は
三

台
が
そ
れ
ぞ
れ
一
日
三
回
転
す
る
ほ
ど
好
評
を
博
し
て
い
る
。
一
方
、

貸
出
時
に
保
証
金
の
集
金
、
注
意
事
項
や
承
諾
書
の
説
明
、
車
体
の

状
態
確
認
と
操
作
説
明
、
返
却
時
に
車
体
の
状
態
確
認
、
保
証
金
返

却
な
ど
、
運
営
に
か
な
り
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
、
今

後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
実
施

　

こ
れ
ま
で
事
業
組
合
が
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
は
多
岐
に
わ
た
る

が
、
い
く
つ
か
は
恒
例
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
に
市
か
ら
の
受
託
で
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
家
島
を

歩
く
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
ラ
ジ
オ
番
組
の
人
気
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

と
一
緒
に
観
光
客
が
島
を
歩
く
こ
と
で
、
広
く
島
の
魅
力
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
初
年
度
は
約
一
五
〇
人
が
参
加
。
以
後

毎
年
、
家
島
と
坊
勢
島
交
代
で
実
施
し
て
い
る
。「
来
年
も
参
加
し

ま
す
！
」
と
い
う
参
加
者
の
声
も
あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
。

　

毎
年
一
〇
〇
〇
人
を
集
め
る
島
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
い
え
し
ま
ー

け
っ
と
」
で
は
事
業
組
合
が
中
心
的
な
立
場
と
し
て
関
わ
り
、
事
務

局
機
能
も
担
っ
て
い
る
。
こ
の
催
し
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
筆
者
が

閑
散
期
の
三
月
に
も
島
の
食
と
人
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
目
的
で

始
め
た
も
の
だ
が
、
二
〇
一
四
年
度
か
ら
事
業
組
合
を
は
じ
め
島
内

の
団
体
で
つ
く
る
家
島
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
主
催
し
て
お
り
、

小
学
校
運
動
場
を
会
場
に
島
内
の
飲
食
店
や
地
域
団
体
が
バ
ザ
ー
を
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二
〇
一
七
年
に
国
土
交
通
省
か
ら
発
表
さ
れ
た
「
滞
在
交
流
型
観

光
を
通
じ
た
離
島
創
生
プ
ラ
ン
」
で
も
、「
島
た
び
」「
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
の
活
用
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
進
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
こ
と
を
筆
者
自
身
再
認
識
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
渚な
ぎ
さ
は
く泊

」
と
称
し
て
、
漁
業
が
盛
ん
な
坊
勢
島
に
お
い
て

漁
師
民
泊
を
実
施
し
て
い
る
。

　

家
島
で
旅
館
を
経
営
す
る
岡
部
組
合
長
も
、「
同
じ
家
島
諸
島
で

あ
っ
て
も
、
坊
勢
島
に
は
家
島
と
は
異
な
っ
た
魅
力
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
観
光
産
業
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
で
、
よ
り
多
く
の

人
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
う
」
と
背
中
を
押
す
。

イ
ベ
ン
ト
企
画
で
幅
広
い
世
代
を
島
へ
誘
致

　

こ
こ
数
年
は
、
島
外
の
方
や
団
体
の
協
力
を
得
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
島
で
実
施
し
て
い
る
。

　

推
進
協
議
会
と
能
楽
師
の
辰
巳
満
次
郎
さ
ん
と
の
縁
か
ら
、

二
〇
一
五
年
に
は
ヒ
メ
ボ
タ
ル
が
舞
う
中
、
由
緒
あ
る
家
島
神
社
境

内
に
て
能
を
披
露
し
た
。
翌
年
に
は
夏
祭
り
で
使
用
す
る
だ
ん
じ
り

船
の
上
で
能
を
舞
う
ツ
ア
ー
を
実
施
。
船
上
で
の
公
開
奉
納
能
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
、
全
国
各
地
か
ら
の
来
島
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
企
画

は
真
浦
区
会
、
宮
区
会
な
ど
島
の
各
地
区
の
強
い
後
押
し
が
あ
っ
た

こ
と
で
実
現
で
き
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
は
、
旅
行
会
社
や
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
支
援
機
構
と
連
携
し
、
帆
船
「
み
ら
い
へ
」
を
用
い
た
、
大

阪
港
か
ら
家
島
諸
島
を
航
海
す
る
二
泊
三
日
の
セ
ー
リ
ン
グ
、
漁
業

体
験
ツ
ア
ー
「
帆
船
み
ら
い
へ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｌ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ 

家
島
諸
島
航

海
と
し
ま
遊
び
体
験
」
を
実
施
。
さ
ら
に
同
年
か
ら
二
年
間
、
環
境

省
近
畿
地
方
環
境
事
務
所
主
催
で
近
畿
地
方
在
住
の
小
学
生
を
対
象

に
、
自
然
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
一
年
目
は
家
島
と
男2017年に帆船「みらいへ」を活用したイベントを実施。

特集　島を元気にする組織・Ⅱ
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鹿
島
、
二
年
目
は

坊
勢
島
と
西
島
を

舞
台
に
、
漁
業
見

学
や
カ
ヌ
ー
な
ど

の
自
然
体
験
を
通

し
て
、
島
の
魅
力

を
感
じ
と
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
単
純
な

遊
び
だ
け
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
な
く
、

島
と
都
市
と
を
比

較
し
た
地
域
性
を

学
ぶ
要
素
も
取
り

入
れ
る
工
夫
を
行

な
っ
た
。

　

二
〇
一
七
年
と

二
〇
一
八
年
に
お

い
て
、
事
業
組
合
が
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の
は
サ
バ
寿
司
の
企

画
・
開
発
。
た
だ
の
サ
バ
寿
司
で
は
な
く
、
刺
身
で
も
食
べ
ら
れ
る

坊
勢
島
の
サ
バ
を
使
っ
た
「
究
極
さ
ば
寿
司
」
と
銘
打
っ
た
。
当
初

は
全
国
発
送
も
検
討
し
た
も
の
の
、
冷
蔵
後
の
酢
飯
と
サ
バ
の
味
・

食
感
の
変
化
に
納
得
が
い
か
ず
、
現
在
は
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、

島
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い
サ
バ
寿
司
と
し
て
売
り
出
し
て

い
る
。

今
春
、一
般
社
団
法
人
化
を
計
画

「
私
は
海
運
業
を
生
業
と
し
た
岡
部
家
の
四
代
目
。
砂
利
運
搬
船
は

景
気
に
左
右
さ
れ
る
の
で
や
め
た
。
姫
路
で
修
行
後
、
家
島
に
戻
り
、

二
六
歳
か
ら
料
理
旅
館
を
経
営
し
て
い
る
。
絶
対
に
潰
さ
な
い
と
い

う
気
持
ち
で
商
売
を
は
じ
め
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
観
光
産
業
を
興

す
と
い
う
思
い
で
、
家
島
観
光
事
業
組
合
の
長
を
一
二
年
間
務
め
て

き
た
。
も
っ
と
も
大
変
だ
っ
た
の
は
観
光
案
内
所
機
能
の
姫
路
市
と

の
統
合
で
、
姫
路
市
か
ら
事
業
組
合
へ
の
業
務
委
託
が
打
ち
切
ら
れ

た
こ
と
。
こ
の
時
も
、
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
、
何
と
か
存
続

で
き
た
。
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
家
島
と
い
う
名
前
が
少

し
ず
つ
認
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
成
果
だ
と
思
う
。
島
の
み
な
さ
ん

の
後
押
し
、
力
を
あ
わ
せ
た
努
力
の
結
果
だ
と
考
え
て
い
る
」

　

さ
ら
に
岡
部
組
合
長
は
「
任
意
団
体
で
あ
る
事
業
組
合
は
今
年
四

月
に
一
般
社
団
法
人
化
を
目
指
し
て
い
る
。
よ
り
一
層
の
信
用
が
得

ら
れ
る
ほ
か
、
法
人
化
に
あ
わ
せ
て
旅
行
業
の
登
録
を
す
る
こ
と
で

ツ
ア
ー
の
造
成
な
ど
、
独
自
に
で
き
る
業
務
の
幅
が
広
が
る
」
と
今

後
の
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

　

事
業
組
合
は
「
家
島
諸
島
の
観
光
問
い
合
わ
せ
窓
口
」
を
掲
げ
て

お
り
、
行
政
機
関
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
や
個
人
、
学
生
な
ど
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

そ
の
中
で
、
今
挙
が
っ
て
い
る
の
が
島
を
舞
台
に
映
画
を
撮
り
た

い
と
い
う
話
だ
。
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
形
で
島
を
宣
伝
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
に
は

「究極さば寿司」は新鮮な坊勢島のサバを使っている。
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課
題
も
あ
る
。
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
長
期
滞
在
す
る
た
め
、
一
泊
二

日
な
ど
通
常
の
観
光
滞
在
と
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
ま
っ
た
く
異
な

り
、
宿
泊
・
食
事
な
ど
に
お
い
て
地
域
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。

「
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
き
た
よ
う
に
結

束
し
て
対
応
す
れ
ば
、
満
足
す
る
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い

る
」
と
、
岡
部
組
合
長
は
期
待
を
込
め
る
。

水
産
業
と
観
光
の
連
携
で
魅
力
を
発
信

　

坊
勢
島
で
は
、
現
在
、
体
験
観
光
用
に
大
人
数
を
収
容
で
き
る
漁

船
を
新
た
に
建
造
し
て
お
り
、
こ
れ
を
活
用
し
た
ツ
ア
ー
も
今
後
、

積
極
的
に
行
な
っ
て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　

坊
勢
島
で
水
産
加
工
業
を
営
む
森
一か
ず
な
り成

副
組
合
長
は
、
家
島
諸
島

の
観
光
と
漁
業
の
視
点
か
ら
、「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
美
味
し
い
も
の

が
食
べ
ら
れ
な
い
食
料
難
に
な
る
と
思
う
。
し
か
し
、
家
島
諸
島
に

は
そ
の
資
源
＝
宝
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
渚
泊
は
坊
勢
島
に
と
っ
て
、

そ
の
宝
物
を
活
か
し
て
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
取
り
組
み
に
な
る

と
期
待
し
て
い
る
。
勉
強
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
渚
泊
の
重
要
性
を

伝
え
る
こ
と
で
成
功
事
例
を
増
や
し
、
島
の
活
性
に
結
び
つ
け
た
い
。

観
光
と
い
う
切
り
口
の
な
か
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
情
報
を

発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
観
光
活
性
化
に
つ
い
て
岡
部
組
合
長
は
、「
観
光

産
業
を
興
す
に
は
、
官
民
の
協
力
が
絶
対
条
件
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
地
と
し
て
の
ハ
ー
ド
整
備
な
ど
は
行
政
で
、
ソ
フ
ト
面
は
民
間

で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
分
担
し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

ま
た
、
家
島
諸
島
の
有
人
四
島
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
魅
力
が
あ
る
の

で
、
そ
れ
ら
を
よ
り
磨
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

家
島
諸
島
の
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
。�

■

坊勢島で水産加工業を営む森副組合長。
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